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樹種別、齢級別植栽面積（実績）天塩川広域流域

本流域の植栽面積は、平成８年～平成12年までの5年間が
最も多く、約600haの植栽を実施している。
植栽樹種については、平成12年まではﾄﾄﾞﾏﾂ･ｱｶｴｿﾞﾏﾂを主
体として植栽していたが、平成13年以降はカラマツを主体とし
て植栽している。近年は、前生広葉樹等を活用した針広混交
林の造成を目指している。

スギ ヒノキ
アカマツ
クロマツ

カラマツ
トドマツ
ｱｶｴｿﾞﾏﾂ

その他
針葉樹

広葉樹 小計

Ⅺ 昭和36年～昭和40年
Ⅹ 昭和41年～昭和45年 76 76
Ⅸ 昭和46年～昭和50年 299 299
Ⅷ 昭和51年～昭和55年 184 184
Ⅶ 昭和56年～昭和60年 189 189
Ⅵ 昭和61年～平成2年 232 232
Ⅴ 平成3年～平成7年 397 26 423
Ⅳ 平成8年～平成12年 133 386 56 574
Ⅲ 平成13年～平成17年 190 71 43 305
Ⅱ 平成18年～平成22年 164 56 220
Ⅰ 平成23年～平成27年 69 5 43 117

556 1,840 223 2,619
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整理番号 1-1
期中の評価個表

事 業 名 水源林造成事業 事業計画期間 Ｓ45～Ｈ154（最長165年間）

事業実施地区名 天塩川広域流域 事業実施主体 国立研究開発法人森林総合研究所
て し お が わ

30～49年経過分

事業の概要・目的 本対象区域が存在する天塩川広域流域は、北海道の最北端に位置し、士別
市、名寄市、留萌市、稚内市等を包括しており三方を海に囲まれ、ホタテや
ウニなどの栽培漁業を基幹産業とし、農業は酪農を主体としている。平均気
温は7℃、年間降水量はおおむね1,100mmである。本流域に含まれる宗谷地域
は、無立木地の面積割合（７％）が北海道平均（３％）に比べて高くなって
おり、計画的な森林の造成により、農業や水産業に欠かせない良質な水源の涵

か ん

養を図ることが重要な課題となっている。
本事業は、寒冷な気候下にある本流域内の民間による造林が困難な奥地水

源地域において水源を涵養するため、国立研究開発法人森林総合研究所と地
域の関係者が分収造林契約の当事者となって、急速かつ計画的に森林の造成
を行うことを目的として、地域の特徴を踏まえ北海道の森林・林業施策と整
合を図りつつ、多様な森林整備を計画的に行っており、流域内のダム水源や
簡易水道水源などの水源涵養機能や土砂災害防止機能等の発揮、地域振興へ
の貢献に一定の役割を果たしている。
具体的には、水源かん養保安林及び同予定地のうち、無立木地、散生地、

粗悪林相地等において、国立研究開発法人森林総合研究所が、造林地所有者
及び造林者と分収造林契約を締結し、新植・下刈・除伐・間伐など森林整備
のための費用負担及び、健全な森林の育成に向けた造林者への事業実行に関
する技術指導を行い、水源林を造成するものである。本流域では、後生の広
葉樹の育成を図りながら針広混交林等への誘導を積極的に図るとともに、事
業コスト縮減等に努めている。

・主な事業内容：契約件数 12件、事業対象区域面積 866ha
（カラマツ５ha、ﾄﾄﾞﾏﾂ･ｱｶｴｿﾞﾏﾂ861ha）

・総事業費： 3,323,209 千円

① 費用対効果分析の 本事業の費用対効果分析における主な効果は、水源涵養便益であり、これ
算定基礎となった は植栽や保育により森林を造成し、洪水防止、流域貯水、水質浄化に寄与す
要因の変化等 る効果である。また、山地保全便益については、森林を造成し土砂流出や山

腹崩壊等の防止に寄与する効果である。
現時点における30年経過分の対象区域の費用対効果分析の結果は以下のと

おりである。
総便益（Ｂ） 548,496 千円
総費用（Ｃ） 329,461 千円
分析結果（Ｂ／Ｃ） 1.66

② 森林・林業情勢、 本流域が属する北海道における民有林の森林・林業情勢、農山漁村の状況
農山漁村の状況そ その他の社会経済情勢の変化は以下の通りとなっている。
の他の社会経済情
勢の変化

出典：総務省「国勢調査」、農林水産省「世界農林業センサス」「生産林業所得統計報告書」、

林野庁「森林資源の現況」

近年、林業就業者は減少し、未立木地面積、不在村者所有森林面積は増加
している(直近年で、未立木地面積及び不在村者所有面積は、民有林面積のそ
れぞれ３%、53%を占める)。また、木材生産額は減少しており、地域の森林の
管理水準の低下が危惧されるところである。
一方で近年、道産木材の利用拡大に向けて、北海道や北海道森林管理局の

発注する森林土木工事においてトドマツ間伐材を活用した型枠用合板の導入、
公共施設を中心に木質バイオマスによる熱利用の拡大と二酸化炭素排出量の
削減を図るなど、林業・木材産業活性化に向けた意欲的な取組もみられる。
こうした中、水源林造成事業については、水源涵養機能等の向上を図りな

がら、その実施を通じ、地域の雇用にも貢献してきたところであり、主伐期
を迎える中、長伐期化や複層林化による多様な森林整備の一層の推進を図る
とともに、搬出間伐等を推進し地域の木材供給にも貢献できるよう取り組む
こととしている。

昭和45年
(1970)

昭和55年
(1980)

平成2年
(1990)

平成12年
(2000)

平成22年
(2010)

9,067

31,520
4) 木材生産額
(百万円)

139,854 170,692 134,088 51,670

7,144

58,702

2) 不在村者所有
森林面積(ha)

529,591 671,542 662,203 753,787

38,320 66,920

756,890

3) 林業就業者
(人)

39,921 27,939 17,514

1) 未立木地面積
（ha）

89,721 81,172
※平成24年

※平成17年

※昭和46年
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整理番号 1-2

③ 事業の進捗状況 30年経過分の対象区域の樹種別面積割合は、ｱｶｴｿﾞﾏﾂが100％となっており、
植栽木の成長は、全面積にわたり順調に生育している。
また、植栽木の成長に支障のない後生の広葉樹は保残するなど、針広混交

林等への誘導を積極的に行っている。

④ 関連事業の整備 本流域が属する北海道では、以下のとおり森林整備を進めることとしてい
状況 る。また、道産木材・木製品の利用の促進や製品の付加価値の向上などによ

る木材産業の競争力の強化を図り、森林資源の利用を促進し、木材産業等の
健全な発展を図るとしている。
【北海道：北海道森林づくり基本計画（平成25年3月）】
「地域の特性に応じた森林の整備及び適切な森林管理の推進」「機能に応じ
た森林の整備や自然災害に強い森林の整備の推進」「水資源や生物多様性の
保全を図る森林等の整備の推進」
こうした中で本事業では、北海道の森林・林業施策との整合を図りつつ、

多面的機能の持続的な発揮に向けた多様な森林整備、路網整備や間伐を通じ、
流域内のダム水源や簡易水道水源などとしての水源涵養機能等の多面的機能
の発揮に一定の役割を果たしている。また、木材産業等の健全な発展が進め
られており、本事業地からの木材供給の増加が期待される。

⑤ 地元（受益者、地 本対象区域では順調に成林しており、所在市町及び契約相手方（造林地所
方公共団体等）の 有者、造林者）は水源涵養等の機能発揮への期待が大きく、引き続き適期の
意向 保育作業の実施を要望している。

⑥ 事業コスト縮減等 費用対効果分析の結果から効率性は確保されているが、さらに、植栽木の
の可能性 成長に支障のない後生の広葉樹は保残するなど、針広混交林等への誘導を積

極的に行うこととしている。
また、間伐の実施に当たっては、契約相手方（造林地所有者、造林者）の

理解を得るなかで間伐木の選木及び間伐手法を工夫（列状間伐や間伐率を最
大限に適用した強度な間伐等）することによりコスト縮減に努めることとし
ている。

⑦ 代替案の実現可能 該当なし。
性

水源林造成事業等評
価技術検討会の意見

評価結果（案）及び ・必要性： 本事業は、奥地水源地域において、水源涵養機能等の発揮の観
事業の実施方針 点から、森林所有者の自助努力等によっては適正な整備が見込め

ない森林等で実施するものである。
本対象区域では、寒冷な気候下にある本流域の奥地条件不利地

域等において、健全な森林の育成に向けた取組が計画的に行われ
ていることから、引き続き本事業により実施する必要性が認めら
れる。

・効率性： 費用対効果分析結果については１を上回り効率性が確保されて
いる他、今後、雪害等によって、広葉樹林化した林分が生じた場
合は、天然広葉樹の育成に重点をおいた施業へ変更することとし
ており、また、間伐の実施に当たっては、契約相手方（造林地所
有者、造林者）の理解を得るなかで間伐木の選木及び間伐手法を
工夫（列状間伐や間伐率を最大限に適用した強度な間伐等）する
ことによりコスト縮減に努めているなど事業の効率性が認められ
る。

・有効性： 植栽木は概ね順調な生育を示しており、水源涵養などの水土保
全機能を着実に発揮している上、地域雇用への貢献や木材供給と
いった効果もあり、事業の有効性が認められる。

事業の実施方針 ：
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整理番号 2-1
期中の評価個表

事 業 名 水源林造成事業 事業計画期間 Ｓ63～Ｈ153（最長150年間）

事業実施地区名 天塩川広域流域 事業実施主体 国立研究開発法人森林総合研究所
て し お が わ

10～29年経過分

事業の概要・目的 本対象区域が存在する天塩川広域流域は、北海道の最北端に位置し、士別
市、名寄市、留萌市、稚内市等を包括しており三方を海に囲まれ、ホタテや
ウニなどの栽培漁業を基幹産業とし、農業は酪農を主体としている。平均気
温は7℃、年間降水量はおおむね1,100mmである。本流域に含まれる宗谷地域
は、無立木地の面積割合（７％）が北海道平均（３％）に比べて高くなって
おり、計画的な森林の造成により、農業や水産業に欠かせない良質な水源の涵

かん

養を図ることが重要な課題となっている。
本事業は、寒冷な気候下にある本流域内の民間による造林が困難な奥地水

源地域において水源を涵養するため、国立研究開発法人森林総合研究所と地
か ん

域の関係者が分収造林契約の当事者となって、急速かつ計画的に森林の造成
を行うことを目的として、地域の特徴を踏まえ北海道の森林・林業施策と整
合を図りつつ、多様な森林整備を計画的に行っており、流域内のダム水源や
簡易水道水源などの水源涵養機能や土砂災害防止機能等の発揮、地域振興へ
の貢献に一定の役割を果たしている。
具体的には、水源かん養保安林及び同予定地のうち、無立木地、散生地、

粗悪林相地等において、国立研究開発法人森林総合研究所が、造林地所有者
及び造林者と分収造林契約を締結し、新植・下刈・除伐・間伐など森林整備
のための費用負担及び、健全な森林の育成に向けた造林者への事業実行に関
する技術指導を行い、水源林を造成するものである。本流域では、前生の広
葉樹等を活用した針広混交林の造成を行い事業コスト縮減等に努めている。

・主な事業内容：契約件数 17件、事業対象区域面積 1,531ha
(カラマツ５ha、ﾄﾄﾞﾏﾂ･ｱｶｴｿﾞﾏﾂ1,362ha､その他164ha)

・総事業費： 4,735,442 千円

① 費用対効果分析の 本事業の費用対効果分析における主な効果は、水源涵養便益であり、これ
算定基礎となった は植栽や保育により森林を造成し、洪水防止、流域貯水、水質浄化に寄与す
要因の変化等 る効果である。また、山地保全便益については、森林を造成し土砂流出や山

腹崩壊等の防止に寄与する効果である。
現時点における10年経過分の造林地の費用対効果分析の結果は以下のとお

りである。
総便益（Ｂ） 493,442 千円
総費用（Ｃ） 250,122 千円
分析結果（Ｂ／Ｃ） 1.97

② 森林・林業情勢、 本流域が属する北海道における民有林の森林・林業情勢、農山漁村の状況
農山漁村の状況そ その他の社会経済情勢の変化は以下の通りとなっている。
の他の社会経済情
勢の変化

出典：総務省「国勢調査」、農林水産省「世界農林業センサス」「生産林業所得統計報告書」、

林野庁「森林資源の現況」

近年、林業就業者は減少し、未立木地面積、不在村者所有森林面積は増加
している(直近年で、未立木地面積及び不在村者所有面積は、民有林面積のそ
れぞれ３%、53%を占める)。また、木材生産額は減少しており、地域の森林の
管理水準の低下が危惧されるところである。
こうした中、水源林造成事業については、水源涵養機能等の向上を図りな

がら、その実施を通じ、地域の雇用にも貢献してきたところであり、今後は
長伐期化や後生の広葉樹の活用による、多様な森林整備に一層取り組むこと
としている。

昭和45年
(1970)

昭和55年
(1980)

平成2年
(1990)

平成12年
(2000)

平成22年
(2010)

9,067

31,520
4) 木材生産額
(百万円)

139,854 170,692 134,088 51,670

7,144

58,702

2) 不在村者所有
森林面積(ha)

529,591 671,542 662,203 753,787

38,320 66,920

756,890

3) 林業就業者
(人)

39,921 27,939 17,514

1) 未立木地面積
（ha）

89,721 81,172
※平成24年

※平成17年

※昭和46年
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整理番号 2-2
③ 事業の進捗状況 10年経過分の造林地の樹種の面積割合は、ｱｶｴｿﾞﾏﾂが約72％、広葉樹区域が

約28％となっており、植栽木の成長は、全面積にわたり順調に生育している。
また、植栽時に前生の広葉樹がある区域を残置したことから、針広混交の

景観が形成されつつある。

④ 関連事業の整備 本流域が属する北海道では、以下のとおり森林整備を進めることとしてい
状況 る。また、道産木材・木製品の利用の促進や製品の付加価値の向上などによ

る木材産業の競争力の強化を図り、森林資源の利用を促進し、木材産業等の
健全な発展を図るとしている。
【北海道：北海道森林づくり基本計画（平成25年3月）】
「地域の特性に応じた森林の整備及び適切な森林管理の推進」「機能に応じ
た森林の整備や自然災害に強い森林の整備の推進」「水資源や生物多様性の
保全を図る森林等の整備の推進」
こうした中で本事業では、北海道の森林・林業施策との整合を図りつつ、

多面的機能の持続的な発揮に向けた多様な森林整備、路網整備や間伐を通じ、
流域内のダム水源や簡易水道水源などとしての水源涵養機能等の多面的機能
の発揮に一定の役割を果たしている。また、木材産業等の健全な発展が進め
られており、本事業地からの木材供給の増加が期待される。

⑤ 地元（受益者、地 本対象区域では順調に成林しており、所在市町及び契約相手方（造林地所
方公共団体等）の 有者、造林者）は水源涵養等の機能発揮への期待が大きく、引き続き適期の
意向 保育作業の実施を要望している。

⑥ 事業コスト縮減等 費用対効果分析の結果から効率性は確保されているが、さらに、今後の除
の可能性 伐の実施に当たっては、引き続き適期に実施することや植栽木の成長に支障

のない後生の広葉樹等は保残するなど、針広混交林等の造成を目指すことに
よりコスト縮減に努めることとしている。

⑦ 代替案の実現可能 該当なし。
性

水源林造成事業等評
価技術検討会の意見

評価結果（案）及び ・必要性： 本事業は、奥地水源地域において、水源涵養機能等の発揮の観
事業の実施方針 点から、森林所有者の自助努力等によっては適正な整備が見込め

ない森林等で実施するものである。
本対象区域では、寒冷な気候下にある本流域の奥地条件不利地

域等において、健全な森林の育成に向けた取組が計画的に行われ
ていることから、引き続き本事業により実施する必要性が認めら
れる。

・効率性： 費用対効果分析結果については１を上回り効率性が確保されて
いる他、今後の除伐の実施に当たっては、引き続き適期に実施す
ることや植栽木の成長に支障のない後生の広葉樹等は保残するな
ど、針広混交林等の造成を目指すことによりコスト縮減に努める
こととしており、事業の効率性が認められる。

・有効性： 針広混交林化等必要な取組を行いつつ、植栽地は順調な生育を
示しており、水源涵養などの水土保全機能を着実に発揮している
ことから、事業の有効性が認められる。

事業の実施方針 ：
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所 在 地 ： 北海道名寄市

1) アカエゾマツ
13m
16cm
1,800本/ha

写真上：林外から遠望したア
カエゾマツ植栽地

写真下:アカエゾマツ植栽地林
内（生育順調）

当該対象地は、アカエゾマツ
が植栽されており、生育状況
は以下のとおりである。

樹 高
胸高直径
成立本数
（植栽本数　2,500本/ha）

遠景

近景

指標年における事例（天塩川広域流域 30年経過分）

契約地

凡 例
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（
単
位
：
ｈ
ａ
、
％
）

広
葉
樹
等

（
前
生
樹
等
）

備
考

面
積

率
面
積

率
面
積

率
面
積

率
面
積

率
面
積

面
積

率

3
5
1
0
0
%

3
5
1
0
0
%

3
5
1
0
0
%

3
5
1
0
0
%

※
上
記
契
約
地
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
森
林
　
調
査
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
1
0
年
経
過
契
約
地
と
同
様
の
方
法
に
よ
り
生
育
状
況
調
査
を
実
施
し
た
。

率
　
：
樹
種
毎
の
生
育
状
況
の
割
合
を
示
す
。

生
育
順
調
　
：

生
育
遅
れ
　
：

広
葉
樹
林
化
：

広
葉
樹
林
化

植
栽
木
の
1
h
a
当
た
り
成
立
本
数
が
限
界
生
立
本
数
（
森
林
保
険
に
お
け
る
齢
級
別
限
界
生
立
本
数
で
、
以
下
同
じ
。
）
以
上
で
、
か
つ
、
樹
高
が

周
辺
の
平
均
的
な
山
林
と
比
較
し
て
0
.
8
倍
を
超
え
る
も
の
。

植
栽
木
の
1
h
a
当
た
り
成
立
本
数
が
限
界
生
立
本
数
未
満
、
ま
た
は
、
樹
高
が
周
辺
の
平
均
的
な
山
林
と
比
較
し
て
0
.
8
倍
未
満
の
も
の
。

広
葉
樹
等
の
後
生
天
然
性
樹
木
が
過
半
を
占
め
る
林
分
。

生
育
遅
れ

小
計

生
育
状
況

生
育
順
調

ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
そ
の
他
の
樹
種

樹
種

ス
ギ

カ
ラ
マ
ツ

ト
ド
マ
ツ

指
標
年
に
お
け
る
生
育
状
況
（
天
塩
川
広
域
流
域

30
年
経
過
分
）
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所 在 地 ： 北海道士別市

1) アカエゾマツ
3m
4cm
2,500本/ha

写真上：林外から遠望したア
カエゾマツ植栽地

写真下:アカエゾマツ植栽地林
内（生育順調）

当該対象地は、アカエゾマツ
が植栽されており、生育状況
は以下のとおりである。

樹 高
胸高直径
成立本数
（植栽本数　2,500本/ha）

遠景

近景

指標年における事例（天塩川広域流域 10年経過分）

契約地

凡 例
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（
単
位
：
ｈ
ａ
、
％
）

広
葉
樹
等

（
前
生
樹
等
）

合
計

備
考

面
積

率
面
積

率
面
積

率
面
積

率
面
積

率
面
積

率
面
積

面
積

4
5
1
0
0
%

4
5
1
0
0
%

1
8

6
3

4
5
1
0
0
%

4
5
1
0
0
%

率
　
：
樹
種
毎
の
生
育
状
況
の
割
合
を
示
す
。

生
育
順
調
　
：

生
育
遅
れ
　
：

広
葉
樹
林
化
：

広
葉
樹
林
化

生
育
遅
れ

植
栽
木
の
1
h
a
当
た
り
成
立
本
数
が
限
界
生
立
本
数
（
森
林
保
険
に
お
け
る
齢
級
別
限
界
生
立
本
数
で
、
以
下
同
じ
。
）
以
上
で
、
か
つ
、
樹
高
が

周
辺
の
平
均
的
な
山
林
と
比
較
し
て
0
.
8
倍
を
超
え
る
も
の
。

植
栽
木
の
1
h
a
当
た
り
成
立
本
数
が
限
界
生
立
本
数
未
満
、
ま
た
は
、
樹
高
が
周
辺
の
平
均
的
な
山
林
と
比
較
し
て
0
.
8
倍
未
満
の
も
の
。

広
葉
樹
等
の
後
生
天
然
性
樹
木
が
過
半
を
占
め
る
林
分
。

小
計

生
育
状
況

生
育
順
調

ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
そ
の
他
の
樹
種

樹
種

ス
ギ

カ
ラ
マ
ツ

ト
ド
マ
ツ

05101520253035404550

ト
ド
マ
ツ

広
葉
樹
等

18

45

参
考
：
1
0
年
経
過
契
約
地

生
育
順
調

生
育
遅
れ

広
葉
樹
林
化

広
葉
樹
等

指
標
年
に
お
け
る
生
育
状
況
（
天
塩
川
広
域
流
域

10
年
経
過
分
）

h
a
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B/C 1.66
（単位：千円）

便益種 便益
水源涵養便益 265,165
山地保全便益 222,324
環境保全便益 53,915
木材生産等便益 7,092
総便益(B) 548,496

（単位：千円）

費用
総費用(C) 329,461

B/C 1.97
（単位：千円）

便益種 便益
水源涵養便益 239,598
山地保全便益 200,874
環境保全便益 48,360
木材生産等便益 4,610
総便益(B) 493,442

（単位：千円）

費用
総費用(C) 250,122

３０年経過分（S61年度契約地）

１０年経過分（H16年度契約地）

0.0 1.0 2.0

費用

(C)

便益

(B)

水源涵養便益

その他便益

総費用(C)

0.0 1.0 2.0

費用

(C)

便益

(B)

水源涵養便益

その他便益

総費用(C)

指標年における費用対効果分析結果

2.4億円 2.5億円

2.7億円 2.8億円

3.3億円

2.5億円

(天塩川広域流域)
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